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②4月1日 わんぱくらんど グランドオープン！
⑤防火・防犯対策の徹底を／⑥今、直面する財源課題とは／⑧「希望と活力あふれる小田原」へ、市民力が動き出した！／地域の安全
は地域で守る⑩おだわら情報／⑫〈連載〉尊徳道歌のこころ／タバコの煙から子どもたちを守ろう！／⑬〈連載〉市民力／湘南ベルマーレ
が11年ぶりにJ1の舞台へ！／⑭春爛漫　桜咲く小田原／⑯〈連載〉ウォーキングタウン小田原「潮騒の駅根府川・江之浦漁港コース」

（○数字はページ番号です）



これまでも皆さんに親しまれてきた、わんぱくらんど。4月1日からは全面オープンになります。
また、この公園をはさむように「辻村植物公園」「いこいの森」があります。
まさにこの一帯は小さい子どもから大人まで楽しめる、一大アミューズメントエリアになります。
「見る、ふれる、育てる」という視点で、楽しさを再発見してみましょう。　　　　 　　  Yみどり公園課   ☎３３-１５８１

辻
村
植
物
公
園

四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
、
美
し

い
光
景
が
待
っ
て
い
ま
す

　

地
元
の
農
園
主
・
辻
村
家
の
梅
園
が
前

身
の
植
物
公
園
。
当
時
同
家
が
種
子
を
海

外
か
ら
取
り
寄
せ
、
庭
園
樹
木
見
本
園
と

し
て
整
備
し
た
希
少
な
外
国
産
樹
木
の
エ

リ
ア
も
現
存
し
、
他
の
植
物
園
で
は
見
ら

れ
な
い
珍
し
い
光
景
に
出
会
え
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
面
積
約
４
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
大
半
は
、
約
５
６
０
本
を
数
え
る
梅
園

で
す
。

　

早
春
に
は
樹
齢
90
年
を
超
え
る
梅
の
老

樹
が
、
枝
い
っ
ぱ
い
に
花
を
咲
か
せ
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
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【わんぱく大橋とサクラの丘】
橋の隙間から谷底がのぞける
わんぱく大橋と、対岸には7
種類170本が植えられたサク
ラの丘が広がり、長い期間お
花見が楽しめます。

【ふれあい広場】
ヒツジやヤギなどの動物たちとヒツジやヤギなどの動物たちと
触れ合える空間です。ポニーに触れ合える空間です。ポニーに
乗ることもできます。乗ることもできます。

【こども列車「なかよし号」】
エントランス広場と冒険の丘をエントランス広場と冒険の丘を
結ぶSL型の列車です。元気に結ぶSL型の列車です。元気に
手をふる子どもたちの笑顔が見手をふる子どもたちの笑顔が見
られます。

【冒険の丘】
コスモワールド、カラカラの森、コスモワールド、カラカラの森、
わんぱく砦などの大型遊具があ
ります。

【ターザン広場】
高さ10mの木登りネットや長高さ10mの木登りネットや長
さ44mのローラーすべり台な
ど、元気いっぱいに遊べる広場
です。

見る

立春を告げる梅からバトンタッチ。春には華や
かな桜が出迎えてくれます。

み
ど
り
の
中
で
は
不
思
議
と
気
持
ち
が
安

ら
ぎ
ま
す
。
忙
し
い
日
常
か
ら
離
れ
、
た

ま
に
は
ゆ
っ
く
り
と
四
季
折
々
で
見
せ
る

草
木
や
花
の
表
情
を
愛め

で
、
季
節
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。

グランドオープン！

小田原こどもの森公園わんぱくらんど
http://www.city.odawara.kanagawa.jp/public-i/park/wanpaku/wanpaku.html

New
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【うなぎ沢・水遊び場】
自然の沢を利用して子どもたちが自然の沢を利用して子どもたちが
安全に水と親しむことができる水安全に水と親しむことができる水
遊び場です。

【ロードトレイン「わくわく号」】
西管理棟と冒険の丘を結ぶ、「わくわく号」。子どもた
ちの無邪気な笑い声が聞こえてきそうです。

【小田原城アドベンチャー】
小田原城をモチーフにした大型の小田原城をモチーフにした大型の
アスレチック型複合遊具。子どもアスレチック型複合遊具。子ども
たちが夢中になれる遊びをいっぱたちが夢中になれる遊びをいっぱ
い詰め込んだ、もう一つの小田原い詰め込んだ、もう一つの小田原
城です。子どもたちは武士や忍者城です。子どもたちは武士や忍者
になって小田原城へ攻め込みます。になって小田原城へ攻め込みます。

【緑のゲレンデ】
最大傾斜33度の「グリーンモンス
ター」。芝ソリなどが楽しめます。

い
こ
い
の
森

自
然
の
中
で

体
験
い
ろ
い
ろ

　

夏
に
は
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
体
験
交
流
セ
ン

タ
ー
き
つ
つ
き
で
は
、
木
工
芸
体
験
が
で

き
る
ほ
か
、
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
や
林
間
運

動
広
場
な
ど
、
森
林
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ふれる
や
す
ら
ぎ
と
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
森

を
体
感
し
よ
う
。
豊
か
な
木
々
と
川
が
か

も
し
だ
す
、
い
や
し
の
空
間
は
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
最
適
で
す
。

●4月1日から駐車場が
　有料になります

わんぱくらんど、いこいの森、辻村
植物公園の駐車場は4月1日か
ら一体的に管理されることにな
ります。施設の維持管理費用の
一部を利用するかたにご負担い
ただくことになります。ご協力よ
ろしくお願いします。
（１台1日500円上限・普通車）

4 月
1 日 グランドオープン！

自然を満喫しながら季節ごとに楽
しめるいこいの森。

New

New

エリア拡大で楽しさ倍増！
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み
ど
り
を
見
た
り
、
ふ
れ
た
り

す
る
に
は
、
人
の
手
で
長
い
年

月
を
か
け
て
守
り
、
育
て
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
い
ま
、
こ
う
し
て
み

ど
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
先
人
た

ち
の
お
か
げ
で
す
。

　

私
た
ち
も
後
の
世
に
み
ど
り
を
受
け
渡
す

た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
第
61
回
全
国
植
樹
祭
２
０
１
０
か
な
が
わ

　

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
イ
ベ
ン
ト

①
わ
ん
ぱ
く
ら
ん
ど
会
場　

　

広
葉
樹
苗
木
約
１
０
０
０
本
の
植
樹
を
し

ま
す
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
、
参
加
自
由

で
す
。

※
苗
木
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

植
栽
場
所
は
斜
面
地
で
す
。

日
時
：
４
月
29
日（
祝
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

会
場
：
わ
ん
ぱ
く
ら
ん
ど

持
ち
物
：
ス
コ
ッ
プ
、
軍
手

問
：
み
ど
り
公
園
課　

　
　
　

☎
33
１
５
８
１

育てる

4月1日 わんぱくらんどグランドオープン！

植
樹
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
み
ど
り
を

育
て
、
慈
し
む
心
を
育
て
よ
う
！

②
ふ
る
さ
と
の
森
会
場

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
手
で
水
源
地
域
の
森
林

を
守
り
育
て
て
い
く
「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り

運
動
」。
平
成
16
年
か
ら
開
催
、今
年
で
７
回
目
。

今
回
は
５
月
23
日
に
開
か
れ
る
「
第
61
回
全
国

植
樹
祭
」
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
開
催
し

ま
す
。
植
樹
で
森
林
づ
く
り
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
参
加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時
：
３
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

会
場
：
久
野
塔
ノ
峰
山
頂
付
近

　
　
　
（
集
合
・
解
散　

市
役
所
）

申
込

　
　
　

☎

私たちの生命の基盤である豊かな自然。
良好な住環境のみならず、それは地域資源としての魅力も兼ね備えています。
人と自然が共存する森を育むことは、豊かな海を守ることにもつながります。
幼い頃から自然とふれあい、創造性を高めていくこと。
自然とともに豊かな人材育成を目指していきます。

募 

集 

良好な住環境のみならず、それは地域資源としての魅力も兼ね備えています。

会
場
：
久
野
塔
ノ
峰
山
頂
付
近

　
　
　
（
集
合
・
解
散　

市
役
所
）

申
込
：
農
政
課　

３
月
12
日（
金
）ま
で
に
。

　
　
　

☎
33
１
４
９
４
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県
内
で
は
歴
史
的
建
造
物
の
火
災

が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

藤
沢
市
の
「
旧
モ
ー
ガ
ン
邸
」
は
２
度
に

わ
た
り
焼
失
し
、
横
浜
市
の
国
指
定
重

要
文
化
財
「
旧
住
友
家
俣
野
別
邸
」
や
大

磯
町
の
「
旧
吉
田
茂
邸
」
も
焼
失
し
ま
し

た
。
ま
た
、
市
内
で
も
昨
年
末
、
太
宰

治
の
代
表
作
「
斜
陽
」
の
舞
台
に
な
っ
た

「
雄
山
荘
」
が
焼
失
し
ま
し
た
。

　

昨
今
、
全
国
各
地
で
文
化
財
の
火
災

や
盗
難
等
が
発
生
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
文
化
財
の
防
火
・
防
犯
対
策

の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
教
育

委
員
会
で
は
、
地
元
警
察
や
消
防
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
い
ま
す
。

小
田
原
警
察
署
に
は
、
市
内
に
所
在

す
る
文
化
財
建
造
物
を
中
心
に

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
と
連
携
し
一

部
の
施
設
で
立
ち
入
り
検
査
を
行
っ
た

ほ
か
、
文
化
財
防
火
デ
ー（
※
）
に
合
わ

せ
た
県
指
定
重
要
文
化
財
「
二
宮
尊
徳

生
家
」
で
の
消
防
訓
練
や
市
内
各
所
で

の
消
防
施
設
等
の
点
検
、
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

市
内
に
は
、
国
・
県
・
市
指
定
の
文

化
財
や
国
の
登
録
有
形
文
化
財

な
ど
が
１
６
０
件
近
く
あ
り
、
そ
の
う

ち
の
30
件
余
り
が
建
造
物
で
す
。

　

こ
れ
ら
貴
重
な
文
化
財
を
守
り
後
世

に
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
文
化
財
所

有
者
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
文
化
財
に
対
す

る
防
火
・
防
犯
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

先
人
た
ち
の
英
知
と
努
力
に
よ
っ
て

守
り
伝
え
ら
れ
た
文
化
財
を
、
私
た
ち

も
守
り
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

防火・防犯対策の
徹底を Y文化財課　☎３３-１７１４

※文化財防火デーとは・・・
昭和24年１月26日に世界最古
の木造建築物である法隆寺の金
堂が炎上し、壁画が焼損したこ
とを契機に国が定めました。国
民の貴重な財産である文化財を
守るため、この時期には全国的
に文化財防火運動が展開されて
います。

文化財を守れ！

県指定重要文化財「二宮尊徳生家」での消防訓練
二宮尊徳生家から出火したとの想定で訓練開始。尊徳記
念館職員による初期消火や避難誘導に続き、119番通報に
より到着した消防隊が生家に向け一斉に放水。本番さな
がらの訓練となりました。

消防職員による消防設備の点検・指導
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義
務
的
経
費
は
、
支
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
自
由

に
減
ら
す
こ
と
が
難
し
い
経

費
で
、
人
件
費
、
社
会
保
障

関
係
費
（
扶
助
費
）、
公
債
費

が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
の
退
職
者

数
の
増
や
社
会
保
障
関
係
費

　

市
の
収
入
の
根
幹
で
あ
る

市
税
収
入
の
う
ち
、
景
気
の

動
向
に
伴
っ
て
変
動
し
や
す

い
市
民
税
（
個
人･

法
人
）
の

推
移
を
見
て
み
ま
す
。
平
成

19
年
度
の
三
位
一
体
の
改
革

に
伴
う
税
源
移
譲
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
の
収
入
は
増
加

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
景
気
の
悪
化
に
伴
い

減
少
を
始
め
、
平
成
22
年
度
は
１
２
０
億
円
を

割
り
込
む
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
市
民
税
は
、
景
気
の
悪
化
の
影

響
を
直
接
受
け
た
形
と
な
り
、
3
年
間
で
約
２

分
の
１
に
ま
で
減
少
す
る
見
通
し
で
す
。

　

平
成
19
年
度
に
約
３
４
７
億
円
あ
っ
た
市
税

Y財政課　☎３３-１３１２

世界的な経済危機に伴う急速な景気の悪化によって減世界的な経済危機に伴う急速な景気の悪化によって減
少する市の収入。この不況下での、市の財政状況につ少する市の収入。この不況下での、市の財政状況につ
いてお知らせします（図表の平成22年度のデータは予いてお知らせします（図表の平成22年度のデータは予
算案です）。

～私たちの財政は大丈夫？～～私たちの財政は大丈夫？～～私たちの財政は大丈夫？～～私たちの財政は大丈夫？～
今、直面する財源課題とは

収
入
（
全
体
）
は
、
平
成
22
年
度
に
約
３
２
０
億

円
程
度
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

今
後
、景
気
な
ど
の
回
復
も
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

短
期
間
で
の
早
期
の
回
復
は
難
し
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

個人市民税収入の推移
大幅な

歳入減

削減が難しい

義務的経費

　

義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は

グ
ラ
フ
に
あ
る
と
お
り
、
約

10
年
前
の
平
成
10
年
度
と
比

べ
る
と
、
社
会
保
障
関
係
費

（
扶
助
費
）
が
増
加
を
続
け
て

い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

職
員
数
の
適
正
化
に
よ
る
人

件
費
の
削
減
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、
団
塊
の
世
代
の
大

量
退
職
な
ど
の
影
響
で
、
人
件
費
が
高
い
水
準

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
義
務
的
経
費
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
社
会
保

障
関
係
費
（
扶
助
費
）

の
増
加
と
、
公
債
費

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

こ
と
な
ど
が
重
な
り
、

平
成
22
年
度
は
前
年

度
よ
り
約
９
億
円
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
に
対
す
る
繰
出
金
や
市
立

病
院
に
対
す
る
負
担
金
も
増
加
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
入
は
、
平
成
20
年
の
秋
に
起
き
た

世
界
金
融
危
機
に
よ
る
経
済
の
悪
化
の
た
め
、

市
税
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
、
前
年
度
と
比
べ
、

約
11
億
円
の
減
収
と
な
る
見
込
み
で
、
平
成
22

年
度
は
、
近
年
に
な
い
非
常
に
ひ
っ
迫
し
た
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

財源不足が

拡大する

（
扶
助
費
）
の
増
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
に
は
前

年
度
比
約
9
億
円
増
の
２
９
４
億
円
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

義務的経費の推移義務的経費の推移

法人市民税収入の推移
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　義務的経費とともに削減が難しい経費として、｢特別会計へ
の繰出金など｣があります。下水道、国民健康保険や介護保険
などの特別会計への繰出金や市立病院などへの負担金がこれ
に当たります。
　高齢化が進むとともに、医療給付費は増え、国民健康保険
や後期高齢者医療、介護保険といった医療保険関係の特別会
計に対する繰出金も増加しています。
　また、全国的に広がる医師不足による医業収益の悪化に伴い、
市立病院への負担金も増加しています。

増加する特別会計への繰出金など

繰出金などの推移

医療保険関係の特別会計への繰出金の推移
医療保険関係の
特別会計

H10年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

国民健康保険
老人保健

（H20から後期高齢者医療）
介護保険

17.2億円 40.5億円 39.3億円 41.9億円 49.1億円

特別会計への
繰出金総額に
占める割合

32.5％ 54.7％ 57.0％ 58.2％ 63.8％

A事務の見直しを行っても、まだ財源
は不足を生じてしまう場合は、臨時

財政対策債（いわゆる赤字債）の発行増や財
政調整基金の取り崩しなどにより不足財源
を賄い、収支の均衡を図ります（いずれも限
度があるため、これらを超える不足が生じる
ような場合は、さらなる事業の廃止などが必
要になります）。

　

こ
の
よ
う
に
非
常
に
厳
し

い
財
政
事
情
の
中
、

　

・「
い
の
ち
」
を
大
切
に
す

　
　

る
小
田
原
の
実
現

　

・
将
来
の
小
田
原
を
担
う

　
　
「
子
ど
も
」
た
ち
を
育
む

　
　

た
め
の
支
援
策

　

な
ど
の
優
先
的
に
取
り
組

む
べ
き
事
業
に
は
重
点
配
分
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、

　

・
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出

　

・
限
ら
れ
た
財
源
の
「
選
択
と
集
中
」
に
よ

今後の

対応は

　
　

る
重
点
配
分

　

・
歳
入
確
保
の
取
り
組
み
の
強
化

　

を
基
本
方
針
と
し
て
、

　

・
各
事
業
に
お
け
る
効
果
、
目
的
、
優
先
順

　
　

位
な
ど
の
見
直
し

　

・
類
似
し
た
事
業
や
重
複
し
た
取
組
な
ど
の

　

統
廃
合

　

・
補
助
金
や
社
会
保
障
関
係
費
の
見
直
し

　

・
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
展
開
や
事
業

　

の
移
管

　

・
受
益
者
負
担
（
使
用
料
・
手
数
料
等
）
の

　

適
正
化

　

・
市
有
財
産
の
有
効
活
用

　

な
ど
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
よ

り
、
こ
の
厳
し
い

財
政
状
況
下
で
の

健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま

す
。

収入が減って、
足りなくなった
財源は、どうするの？財源は、どうするの？

Ｑ
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こ
れ
ま
で
の
活
動
（
■
は
推
進
テ
ー
マ
）

　

動
き
出
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
無
尽
蔵
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

■
食
の
小
田
原

「
未
来
の
食
卓
」
自
主
上
映
会

　

昨
年
12
月
20
日
、
市
民
会
館
で
「
未
来
の
食

卓
」
と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映

し
ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
校

給
食
と
高
齢
者
向
け
の
宅
配
食
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
化
し
た
南
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
同
時
開
催
し
、
５
年
、
10

年
先
の
豊
か
な「
食
の
小
田
原
」の
実
現
に
向
け
、

「
食
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
会
場
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

■
文
学
の
ま
ち
づ
く
り

文
学
講
演
会
：
太
田
治
子
「
明
る
い
方
へ
」

1
月
23
日
、
市
民
会
館
で
、
作
家
・
太
田
治

子
さ
ん
を
迎
え
、「
文
学
の
ま
ち
づ
く
り
」
が

主
催
す
る
文
学
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。
太
田

さ
ん
は
作
家
・
太
宰
治
の
娘
で
、
昨
年
秋
に
、

父
と
母
（
太
田
静
子
）に

つ
い
て
綴つ

づ

っ
た
「
明
る
い

方
へ
」
を
出
版
。

　

当
日
の
講
演
会
に
は
２

０
０
人
を
超
え
る
か
た
が

参
加
し
、
太
田
さ
ん
の
話

に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

タ
ウ
ン
小
田
原

ま
ち
え
ん
カ
フ
ェ
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
ウ
ン

の
意
見
交
換

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
ウ

ン
小
田
原
」
の
コ
ー
デ
ィ

̶

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り̶

地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る

自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を

無
理
な
く
行
い
、
地
域
に
恩
返
し

久
野
中
宿
奉
仕

会
（
久
野
地
区
）

　
　
　

代
表

下
田
健
司
さ
ん

　

久
野
小
学
校
の
児
童
の
登
下
校
時
の
安

全
を
守
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
見
守

り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
16

年
ご
ろ
に
久
野
地
区
で
不
審
者
問
題
が
発

生
し
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

に
地
域
防
犯
活
動
の
一
つ
と
し
て
始
め
ま

し
た
。

　

現
在
、
奉
仕
会
の
メ
ン
バ
ー
は
50
人
で
、

そ
の
半
数
は
現
役
で
仕
事
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
朝
の
見
守
り
活
動
は

毎
日
で
は
な
く
、
交
通
安
全
運
動
期
間
や

夏
休
み
明
け
な
ど
、
実
施
日
を
絞
っ
て
効

果
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
下
校
時
の
見
守

り
活
動
は
、
交
通
量
の
多
い
６
か
所
の
交

差
点
な
ど
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
継

続
し
て
見
守
り
活
動
を
行
う
た
め
、
メ
ン

バ
ー
に
無
理
の
な
い
範
囲
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
に
あ
い
さ
つ
を
習
慣
づ

け
る
こ
と
や
地
域
の
顔
見
知
り
を
増
や
す

こ
と
も
活
動
目
的
の
一
つ
で
す
。
地
域
内

で
顔
見
知
り
を
増
や
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６

「希望と活力あふれる小田原」へ、「希望と活力あふれる小田原」へ、「希望と活力あふれる小田原」へ、「希望と活力あふれる小田原」へ、
市民力が動き出した！

民間企業や団体を中心とした“市民力”の自由な発想と活力により、
新しい小田原スタイルの確立を目指す「無尽蔵プロジェクト」。来る
３月下旬のキックオフイベントから始まる本格的な動きと、これま
での各推進テーマの活動などをお知らせします。

～ 合い言葉は、おだわらハート！ ～
Y企画政策課　☎３３-１４０５

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

　

つ
な
が
り
、
ふ
れ
あ
い
、
心
、
情
熱
…
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

各
推
進
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
初
め
て
の
共

同
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、
キ
ャ

ニ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
小
田
原
ス
タ
イ
ル
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
当
日
は
、
Ｆ
Ｍ
お
だ
わ
ら
（
78.7
MHZ
）
が
現
地
か
ら

生
中
継
を
行
い
ま
す
。

●
パ
ネ
ル
展
示
…
３
月
25
日
〜E

27
日G

●
ス
テ
ー
ジ
…
３
月
27
日G

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

場
所
…
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ　

キ
ャ
ニ
オ
ン

文学講演会

シンポジウム
「食で元気な子どもたち」
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　「環境」という概念は今で
こそ未来に向けて最も重要
な概念として世界的に定着
していますが、30年ほど前
までは「公害」や「自然破
壊」などの現実と接点のあ
る地域でしか、関心を持た
れていませんでした。私は

中高生のころ、自然の中にいることが好きで、山登
りにのめりこんでいたこともあり、高校の卒業文集の
「将来の夢」に、「環境庁に入って世界の環境保
護に尽力」したいと書きましたが、当時環境庁は発
足したばかりで、その政治的地位は低かったと記憶
しています。
　今は、国も地方自治体も、その政策体系の筆頭
に「環境」を掲げ、その保全及び育成活動が熱心
に取り組まれるようになりました。水、食料、エネル
ギーが将来的に不足することが予見されている今、
私たちの生存基盤を確保する上で、これらの自給も
視野に入れた環境政策は、もはや国だけに任せず
地方都市としても高い優先順位を持って取り組まね
ばならない課題です。そのような取り組みによる「安
心して生きてゆける地域」の確立は、当然ながら定
住人口の拡大にも寄与することになります。
　このような環境保全・育成の取り組みは、どんな
地域でも出来るものもありますが、その自治体の地
勢的気候的条件などによって、取り組める活動範
囲に差がでます。例えば、ＣＯ２の削減に向けた消
費生活上の工夫などはどこでもできますが、水を守
るための水源林の育成などは、水源域を持ってい
なければできません。では、小田原では、どんな
取り組みが可能かと考えると、実は、およそあらゆる
環境保全育成の取り組みがトータルにできる、貴重
な地域だということに気づきます。
　①清浄な水と空気をつくる：水源の涵養に向けた
森づくり、②食料をつくる：環境と調和できる農の実
践、③エネルギーをつくる：風力・小水力発電や菜
種油などの活用、④資源を循環させる：生ゴミを堆
肥化し大地に戻す、⑤生活空間の環境づくり：地
域で育てた花木で街を彩る、⑥先進技術を育てる：
エコカーなどの普及活動、⑦環境を守る意識づくり：
子どもたちへの環境教育・・・。これだけの活動領
域で、多くの市民が参加しての取り組みを強めてゆ
けば、間違いなく小田原は環境先進地（エコシティ）
として傑出した都市になるでしょう。
　無尽蔵プロジェクトでは、すでに市民の皆さんが
熱心に研究を始めてくれています。全市的な取り組
みの充実に向け、足並みを揃えていきましょう。

「環境活動の宝庫、小田原」～至誠・市政～

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
こ
と
で
、
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
や
自
転
車
の

交
通
事
故
を
減
ら
そ
う
！

　

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
、
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
件
数

は
１
，１
７
４
件
で
、
平
成
13
年
の
１
，８

８
０
件
を
ピ
ー
ク
に
８
年
連
続
で
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
交
通
事
故
の
内
容
を
見
る
と
、

高
齢
者
や
自
転
車
利
用
者
の
関
係
す
る
事

故
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
高

齢
者
の
か
た
は
、
自
宅
か
ら
半
径
５
０
０

ｍ
以
内
の
交
差
点
で
交
通
事
故
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
自
宅
周
辺
で
の
交

通
事
故
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
転
車
は
車
道
の
左
端
を
走
行

す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
歩
道
を
通
行
す

る
際
は
歩
行
者
優
先
で
す
。
夜
間
、
自
転

車
を
利
用
す
る
際
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

★取り組みを要チェック！
　～「無尽蔵プロジェクト」
　　　　　　　　　　ブログ～
無尽蔵プロジェクトの情報発信ツールとして、ブ

ログやホームページを開設しました。各テーマの
取り組みのほか、小田原の旬の情報などを提供し
ていきますので、ぜひご覧ください。
（無尽蔵プロジェクト情報ＢＯＸ）　
http://mujinzobox.blogspot.com/

ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
田
原
ま
ち
づ

く
り
応
援
団
の
皆
さ
ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
〝
場
〞
と
し
て
毎
月
1
回

開
い
て
い
る
「
ま
ち

え
ん
カ
フ
ェ
」。

2
月
2
日
に
行

わ
れ
た
カ
フ
ェ
で

は
テ
ー
マ
を「
小

田
原
市
・
無
尽
蔵

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ

ウ
ン
」
に
設
定
し
ま

し
た
。

　

冒
頭
、
市
の
事
務

局
か
ら
無
尽
蔵
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣

旨
な
ど
の
説
明
が

あ
っ
た
後
、
今
後
ど
の
よ
う
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

タ
ウ
ン
を
進
め
て
い
く
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「まちえんカフェ」

文　加藤憲一
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おだわら情報

自
治
基
本
条
例
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す

Y
行
政
改
革
推
進
課　

☎
33
１
３
０
５　
　

Y
お
だ
わ
ら
街
な
か
起
業
家
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
23
６
６
６
０

　

全
国
的
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

希
薄
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

災
害
時
や
日
々
の
防
犯
対
策
な
ど
に

と
て
も
重
要
な
こ
と
が
、
住
民
同
士

の
連
携
で
す
。

　

す
で
に
、
小
田
原
に
は
住
民
の
力

を
十
分
認
識
し
て
活
動
し
て
い
る
か

た
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
づ
く
り
を
通
し
て
、

一
部
の
か
た
が
た
だ
け
に
負
担
を
か

け
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
分
担

で
き
る
ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
の
も
、

こ
の
条
例
の
目
的
の
一
つ
で
す
。

多
く
の
か
た
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

　

こ
の
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
11
人
の
委
員
に
よ
る
自
治
基

本
条
例
検
討
委
員
会
と
、
テ
ー
マ
ご

と
に
市
民
が
自
由
に
参
加
し
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス

ク
エ
ア
（
公
開
検
討
会
）
と
い
う
２
つ

の
話
し
合
い
の
場
で
条
例
づ
く
り
は

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
2
月
ま
で
に

12
回
の
検
討
委
員
会
と
８
回
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
エ
ア
（
公
開
検
討
会
）
を
開

催
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
含
め
て
延
べ

８
８
３
名
の
参
加
者
か
ら
２
，１
１
０

件
の
意
見
を
集
め
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
議
論
の
例

　

こ
れ
ま
で
の
『
市
民
の
役
割
』『
協

働
の
考
え
方
』『
住
民
投
票
の
考
え
方

や
必
要
性
』
と
い
っ
た
話
し
合
い
の
際

の
意
見
の
一
例
で
す
。
こ
の
よ
う
な
考

え
方
を
条
例
に
つ
な
げ
る
予
定
で
す
。

◆
市
民
の
役
割
に
つ
い
て(

例)

・
自
ら
動
こ
う
と
い
う
姿
勢

・
顔
の
見
え
る
隣
近
所
の
関
係
を

・
小
田
原
を
愛
す
る
心

・
小
田
原
に
誇
り
を
持
つ

◆
協
働
の
考
え
方
（
例
）

・
楽
し
く
み
ん
な
で
参
加　

・
行
政
頼
み
の
姿
勢
を
変
え
る
と
い

　

う
市
民
の
意
識
改
革
が
必
要

・
行
政
と
市
民(
地
域)

が
対
等
と
い

　

う
行
政
の
意
識
改
革
が
必
要

・
行
政
と
地
域
（
市
民
）
の
健
全
な

　

対
立
（
協
調
と
対
立
）

・
市
民
同
士
の
協
働

◆
住
民
投
票
の
考
え
方
（
例
）

　

・
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
、
情
報
共

有
が
住
民
投
票
を
行
う
際
の
前

提

　

・
判
断
材
料
を
も
れ

な
く
示
し
、
一
票

の
重
さ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
前
段

が
必
要　

　

・
住
民
投
票
の
結
果

が
出
て
も
最
終
決

定
は
議
会
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い

お
だ
わ
ら
街
な
か
起
業
家
支
援
セ
ン
タ
ー　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

　

國
原
聖さ

と

史し

さ
ん

　

こ
れ
か
ら
起
業
し
よ
う
と
し

て
い
る
か
た
や
起
業
間
も
な
い

か
た
に
と
っ
て
の
一
番
の
悩
み
は
、

「
果
た
し
て
こ
の
仕
事
で
食
べ
て

い
け
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う

こ
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
経
営
っ

て
ど
う
や
る
の
？
」「
仕
事
っ
て
ど
う
す
れ
ば
、
見
つ
か
る

の
？
」
と
い
う
悩
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
の
中
で
働
く
人
と
は
異
な
り
、
経
営
者
に

は
法
務
や
税
務
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
能
力
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
た
だ
で
さ
え
仕
事
を
受
注
す
る
こ
と
に
す
べ
て

の
力
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
起
業
期
に
、
全
て
を
自

分
ひ
と
り
で
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
に
は
無
理
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
分
野
の
専
門
家
の
助

言
を
随
時
受
け
付
け
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

法
務
・
税
務
以
外
の
経
営
面
に
お
い
て
も
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
体
制
に
よ
り
、
起
業
家
の
か
た
が
安
心
し

て
経
営
に
取
り
組
み
、
成
長
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
起
業
家
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
多
様
な
分
野
の
専
門
家
を
招
き
、
こ
れ
か
ら

起
業
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
た
や
起
業
間
も
な
い
か
た
に

と
っ
て
有
益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

起
業
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、
私
た
ち
専
門
家
の
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、自
分
の
夢
へ
の
扉
を
開
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
は
随
時
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

起
業
家
の
発
掘
・
支
援
、私
た
ち
は

あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
！

健康づくり課　☎47-0820

オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア

（
公
開
検
討
会
）の
開
催

　
　

〜
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
〜

ー
松
下
啓
一
・
相
模
女
子
大
学
教
授
よ
り

「
小
田
原
市
の
条
例
づ
く
り
は
、
市
民

の
意
見
と
委
員
自
身
の
経
験
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
手
法

に
と
ら
わ
れ
な
い
特
徴
あ
る
取
り
組
み

で
す
。
ぜ
ひ
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
（
公

開
検
討
会
）へ
お
越
し
く
だ
さ
い
」　

　
〈
第
９
回
〉

　

●
3
月
16
日C

　
　

午
後
７
時
か
ら
９
時　

　
　

市
役
所
７
階
大
会
議
室　

　

検
討
委
員
会
で
は
、
今
ま
で
の
プ
レ

検
討
委
員
会
や
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア

の
結
果
を
素
材
集
に
ま
と
め
る
作
業
を

し
て
い
ま
す
。
第
9
回

オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
で

は
、
今
ま
で
の
議
論
の

結
果
が
ど
の
よ
う
な
素

材
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

の
条
例
案
づ
く
り
に
ど

う
生
か
さ
れ
る
か
な
ど

も
説
明
す
る
予
定
で
す
。

※
4
月
以
降
も
、「
行

　

政
」
な
ど
を
テ
ー
マ

　

に
実
施
す
る
予
定
で

　

す
。
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皆
さ
ん
の
税
金
が
小
田
原
の
未
来
を
つ
く
り
ま
す

〜
市
税
は
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
〜

　

税
金
は
、
法
律
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
自
主
的

に
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
市
県
民
税
を
中
心

に
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
市
税
を

納
付
し
な
い
か
た
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
の
市
税
（
市
県
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
な

ど
）
は
、
市
の
収
入
（
歳
入
）
の
約
６
割
を
占
め
、
毎
日
の
ゴ

ミ
回
収
や
教
科
書
、
福
祉
、
道
路
整
備
、

万
一
の
と
き
の
救
急
車
な
ど
、
安
全

で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
税
金
に
よ

る
収
入
は
３
０
０
億
円
ほ
ど
あ
り
ま

す
が
、
１
％
で
も
未
納
が
あ
る
と
市

の
財
政
は
ひ
っ
迫
し
て
し
ま
い
ま
す
。

市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。　

　

納
期
限
ま
で
に
納
付

さ
れ
な
い
場
合
は
、
本

来
の
税
額
に
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
督
促
状
を

発
送
し
た
日
か
ら
11
日
目
ま
で

に
税
金
を
納
付
し
な
い
場
合
は
、

滞
納
処
分
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ペ

ナ
ル
テ
ィ
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
今
の
経
済
状

況
を
踏
ま
え
、
緊

急
の
税
収
確
保
の

た
め
今
年
度
か
ら

通
常
の
滞
納
整
理
業
務
の
ほ

か
に
、
新
た
な
滞
納
者
を
増

や
さ
な
い
た
め
の
対
策
と
し

て
、
税
務
（
市
税
総
務
課
・

市
民
税
課
・
資
産
税
課
）
を
担
当
す
る
職
員
が
ご
自
宅
に

電
話
す
る
、「
納
税
催
告
緊
急
コ
ー
ル
」
を
実
施
し
、
納

期
限
を
過
ぎ
た
か
た
へ
、
早
期
の
納
付
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

督
促
状
を
発
送
し

た
後
も
、
滞
納
が
続

く
か
た
に
は
、
文
書

や
電
話
、
訪
問
な
ど

に
よ
る
納
税
の
催
告
を
行
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
納
付
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
銀
行
や

勤
務
先
へ
の
財
産
調
査
を
行

い
、
判
明
し
た
場
合
は
即
座
に
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
す

る
な
ど
、
滞
納
の
削
減
に

向
け
た
積
極
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
20
年
度
中
に
行
わ
れ
た

差
し
押
さ
え
は
、
２
０
０

件
を
超
え
て
い
ま
す
。

Y
市
税
総
務
課　

☎
33
１
３
４
５

忘れていませんか？ 
納期限！

滞納すると
ペナルティが…

納税催告緊急
コールを行って
います！

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
特

別
な
理
由
で
納
期

内
に
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
早
め
に
納

税
相
談
や
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。
市
役
所
２
階
７

番
窓
口
で
、
随
時
相
談
で

き
ま
す
。

「差し押さえ」
などの滞納処分

納付ができない
ときは…

■献血について…3月6日ダイナシティ・イーストで予定されていた献血は中止になりました。Y健康づくり課　☎47-0820
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こ
の
歌
は
、
文
政
８
（
１
８
２
５
）
年
６
月
６
日

の
日
記
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

尊
徳
一
家
が
栢
山
か
ら
移
転
し
て
、
桜

さ
く
ら

町ま
ち

領り
ょ
う（

栃

木
県
真も

岡お
か

市
）
の
立
て
直
し
を
始
め
て
か
ら
、
早

く
も
３
年
目
。
村
の
見
回
り
（
回か

い

村そ
ん

）、
村
人
た
ち

の
話
合
い
（
芋い

も

こ
じ
）
や
表
彰
の
実
施
な
ど
に
努
力

し
て
き
た
尊
徳
で
す
が
、
古
い
考
え
方
や
習
慣
に

と
ら
わ
れ
た
村
は
、
そ
う
簡
単
に
は
立
ち
直
り
ま

せ
ん
。

　

村
人
た
ち
は
、
博ば

く

打ち

や
喧け

ん

嘩か

な
ど
に
明
け
暮
れ

て
い
て
、
働
く
意
欲
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
た
と
え

て
い
え
ば
汚
れ
て
し
ま
っ
た
布
の
よ
う
な
も
の
、

そ
ん
な
汚
れ
た
心
だ
か
ら
、
根
気
づ
よ
く
、
何
度

も
何
度
も
ひ
っ
く
り
返
し
て
、
ゴ
シ
ゴ
シ
と
も
み

洗
い
、
き
れ
い
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
、
と

い
う
の
が
こ
の
歌
の
意
味
で
す
。

　

３
年
後
の
文
政
11
年
３
月
15
日
、
尊
徳
は
、
こ

の
歌
を
「
古

い
に
し

へ
の　

白
き（
を
）よ
き
と　

せ
ん
た

く
の　

返
す
返
す
も　

か
へ
す
が
へ
す
も
」
と
書

き
改
め
て
、
同
じ
桜
町
領
の
善ぜ

ん

兵べ

衛え

と
い
う
人
に

贈
り
ま
し
た
。
前
半
部
分
を
、
汚
れ
た
布
も
、
も

と
は
白
か
っ
た
、
だ
か
ら
、
人
の
心
も
、
真
新
し

い
白
い
布
の
よ
う
に
、
純

じ
ゅ
ん

真し
ん

無む

垢く

で
き
れ
い
に
な

れ
ば
と
思
い･･･

、
と
読
み
替
え
た
わ
け
で
す
。

　

以
後
も
尊
徳
は
、
こ
の
歌
を
何
度
も
書
き
改
め

て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
使
い
や
表
現
は
異
な
り
ま

す
が
、
ど
の
歌
に
も
、
村
を
立
て
直
す
た
め
に
は
、

ま
ず
「
心し

ん

田で
ん

開か
い

発は
つ

」、
つ
ま
り
人
び
と
の
心
を
豊
か

に
は
ぐ
く
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
尊
徳

の
考
え
方
が
、
よ
く
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
協
力　

報
徳
博
物
館
館
長
代
理　

齋
藤
清
一
郎
さ
ん

〈
こ
こ
ろ
の
洗
濯
〉

揉も
み

洗あ

ろ
ふ　

布ぬ
の

の
た
め
に
ぞ　

洗せ
ん

濯た
く

の　

　
　

か
へ
す
が
へ
す
も　

返か

へ
す
が
へ
す
も

尊
徳
道
歌
の
こ
こ
ろ
③

尊徳による桜町領復興事業の拠点なった桜町陣屋
（昭和30年ごろ撮影）

　

二
宮
尊
徳
が
そ
の
教
え
を
分
か
り
や
す
く
詠よ

み
上
げ
た
道
歌
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
尊
徳

の
教
え
を
知
る
上
で
も
、
確
か
な
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の

い
く
つ
か
を
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

Y
尊
徳
記
念
館　

☎
36
２
３
８
１

　健康づくり課では、乳幼児健康診査（４か月児・１歳６
か月児・３歳児）で家庭内の喫煙状況を把握し、禁煙の周
知を行っています。また、３歳児健診で、副流煙の影響
を受けている子どもの割合を調査しました。

半数以上の家庭で喫煙している！

家族に喫煙者がいると、
気をつけていても 、子どもは受動喫煙になる！
　右上のグラフのように、尿中のコチニン（ニコチンの代
謝物）測定では、53％の子どもから、本来は検出されない
はずのコチニンが尿中から検出されています。半数以上
の家庭で、子どもがたばこによる副流煙の影響を受けて
います。

タバコの煙から子どもたちを守ろう！ Y健康づくり課　☎４７-０８２０

タバコが及ぼす影響って？
①肺ガンをはじめ、いろいろな病気を引き起こします。
②低出生体重児が産まれる割合や流産、早産のリスクが
高くなります。

③出産後も喫煙していると、母乳を介してタバコの害が
子どもに影響します。

④タバコの煙はSIDS（乳幼児突然死症候群）の原因にも
なり、大変危険です。親が喫煙することで、子どもの
命を奪うことにもなります。

「換気扇の下で吸っている」は意味がない！
①家庭用の換気扇は、タバコの煙を完全に排出できる装
置ではありません。

②タバコを吸ったあと3時間は、服や口臭、呼気からガス
状の毒物が発生し続けます。

③建物の軒先から20ｍ以上離れないと、室内に煙が逆流
します。

　健康づくり課では、禁煙チャレンジ（禁煙サポート、禁
煙講演会）を行っています。
　少しでも禁煙したいと考えているかたや子どものために
禁煙したいと思っているかたはご連絡ください。タバコの
煙から子どもたちを守りましょう！
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「
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
以
下
ス
ク
ボ
ラ
）

の
原
点
は〝
学
校
が
好
き
！
〞と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

教
員
と
し
て
10
年
間
教
壇
に
立
っ
た
学
校
。
母
親

と
し
て
わ
が
子
を
送
り
出
し
た
学
校
。
そ
し
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
か
か
わ
っ
た
学
校
。
い
ろ
い
ろ
な

立
場
で
学
校
に
か
か
わ
れ
た
こ
と
が
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
活
動
に
生
か
せ
る
こ
と
は
幸
せ
で
す
」

と
、
ス
ク
ボ
ラ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
有
賀
か

お
る
さ
ん
。

　

今
、
小
中
学
校
で
は
、
広
い
視
野
で
学
習
内
容

を
創
出
す
る
た
め
に『
地
域
』
の
力
を
お
借
り
し

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
、
鴨
宮
中
学
校
で
の
ス
ク
ボ
ラ
活
動
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
、
美
化
作
業
、
書
道
や
短
歌
の
指
導
、

調
理
実
習
の
お
手
伝
い
や
図
書
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

に
よ
る
お
話
し
会
、な
ど
な
ど
無
限
に
広
が
り
ま
す
。

　

地
元
の
か
た
が
た
に
学
校
の
こ
と
を
知
っ
て

ほ
し
い
。
皆
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
特
技
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

思
い
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

学
校
情
報
を
発
信
し
た
り
、
ス
ク
ボ
ラ
を

お
願
い
し
た
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し

た
り
。
そ
し
て
、
ス
ク
ボ
ラ
活
動
の
研け

ん

鑽さ
ん

の

た
め
の
勉
強
会
も
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

市
が
目
指
す
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
学
校
現
場
は
こ
う

い
っ
た
皆
さ
ん
の
努
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る

の
で
す
ね
。

　
「
私
た
ち
が
つ
な
い
で
い
る
の
は
ス
ク

ボ
ラ
で
は
な
く『
皆
さ
ん
の
思
い
』
つ
ま
り

『
心

ハ
ー
ト

』
で
す
」。
有
賀
さ
ん
た
ち
の
活
躍
の
場

は
さ
ら
に
広
が
り
そ
う
で
す
。

【
連
載
】

つ
な
い
で
い
る
の
は
『
心ハ

ー
ト

』
と
『
心ハ

ー
ト

』
で
す
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3月6日（土）、サッカーＪリーグ2010開幕
　熱い戦いがいよいよ始まります。
　昨シーズン、湘南ベルマーレは、劇的ゴール、大逆転、い
くつもの感動のドラマを演じ、見事にＪ2の３位に入り、Ｊ1
昇格を果たしました。
まちにＪリーグがある幸せ
　湘南ベルマーレは本市を含む７市３町（本市のほか平塚、
藤沢、茅ヶ崎、厚木、伊勢原、秦野、寒川、大磯、二宮の各市町）
をホームタウンとしています。
　プロの華麗なプレイ、大迫力の応援、そして、チームカラー
に染まるスタジアム。すぐそこにＪリーグがある幸せを体
感してみませんか？
　11年ぶりのＪ1。厳しい戦いは必至ですが、日本代表選手

がそろう鹿島アントラーズやガンバ大阪など強豪チームを相手
に挑む、我らが湘南ベルマーレを皆さんで後押ししましょう！！

●３月の試合日程
　・３月６日g（vsモンテディオ山形）　
　　　　20日g（vsサンフレッチェ広島）
　　　　27日g（vsアルビレックス新潟）
　・いずれも午後１時～　平塚競技場

●チケット情報はホームページでcheck! 
http://www.bellmare.co.jp/

湘南ベルマーレが湘南ベルマーレが
11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！ 「ハードワーク」は

湘南サッカーの象徴

Yスポーツ課　☎33-1149

市チーフコーディネーター、
鴨宮中学校

スクボラ・コーディネーター
有賀 かおるさん

家庭科の授業をサポートする「スクボラ」のメンバー

湘南ベルマーレが
11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！
湘南ベルマーレが
11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！
湘南ベルマーレが
11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！
湘南ベルマーレが
11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！11年ぶりにＪ1の舞台へ！

Ｊ1をＪ1を
驚かす
覚悟がある覚悟がある覚悟がある



　　  小田原城址公園（城内）
天守閣やお堀などを背景に、
約３５０本のソメイヨシノが咲
き誇ります。夜はライトアップ
され、多くの観桜客が訪れます。
桜の開花にあわせ、「小田原
桜まつり」が開催されます。
種類　ソメイヨシノ約３５０本
交通　小田原駅東口から徒
　　　歩約１０分
※周辺に有料駐車場あり
●開花期間中　ライトアップ
　午後6時～10時
●３/２7g・２8a　きもので街歩き、かまぼこ桜まつり
●４/3g・4a　小田原おでんサミット　●４/4a　稚児行列
問　☎２３-１３７３（小田原城址公園）

　　 城山公園（城山）
市街地を望む丘に、ス
ポーツ施設や配水池な
どが点在する公園を、約
３５０本のソメイヨシノが
彩ります。夜はボンボリ
に照らされ、優しい光の
もとで観賞する夜桜も格
別です。すっかり定着し
ている花見スポットです。
種類　ソメイヨシノ約３５０本
交通　小田原駅西口から徒歩約１０分　※駐車場なし
●開花期間中　ボンボリ点灯 午後6時～10時

　　   小田原フラワーガーデン＆メモリアルロード（久野）
平成７年「小田原フラワー
ガーデン」の開園に伴い、
約４００mの周辺道路に
市民から募集植栽しまし
た。約８０本のソメイヨシ
ノが咲き誇る「桜のトンネ
ル」が見事。園内には他
にも早咲きの河津桜など
さまざまな種類の桜があり、３月上旬から５月上旬まで楽しむこと
ができます。
種類　ソメイヨシノ約８０本、おかめ桜、御衣黄など
交通 小田原駅東口からフラワーガーデン行きバス終点下車
※駐車場あり　問　☎３４-２８１４（フラワーガーデン）

　　　西
さい

海
か

子
ち

小
こう

路
じ

（南町）

その昔、武家屋敷が集
まっていた風情のある小
路。かつて、谷崎潤一郎
や三好達治など多くの文
学者が周辺に居を構え、
数々の文学作品を生み出
しました。約400mの桜
のトンネルが道行く人々
の目を楽しませてくれます。
種類 ソメイヨシノ約５０本
交通　小田原駅東口から箱根方面行きバス「箱根口」下車徒歩

約５分　※駐車場なし

市内には桜の名所が数多くあります。例年３月下旬～４月上
旬に見ごろを迎えます。お花見にお越しの際は、できるだけ
公共交通機関をご利用ください（ごみは持ち帰りましょう）。
Y観光課　☎３３-１５２１

　 春爛
らん

漫
まん

桜咲く小田原
～満開の桜の下を歩いてみませんか～

 　　 こどもの森公園わんぱくらんど（久野）
園内のサクラの丘から芝
生広場にかけ、山桜や早
咲きの大漁桜など７種類
の桜があり、趣の異なる
花の咲き方や色を楽しむ
ことができます。
種類　大漁桜、山桜、お

かめ桜、しだれ桜
など約170本

※4月1日のグランドオープンまで一部立ち入りできません。
交通　小田原駅西口からいこいの森行きバス終点下車
※駐車場あり
問　☎３３-１５８３（みどり公園課）
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 　　 沼代桜の馬場（沼代）
この地の豪族中村氏が、
五所八幡宮と沼代の鎮
守王子神社に競馬を奉納
したのが桜の馬場の始ま
り。村人が神に桜花を奉
納するために植樹したも
ので、約２００mの直線道
路の両脇に約７０本のソ
メイヨシノが一斉に咲き
競うさまは見事です。
種類　ソメイヨシノ約７０本
交通　JR国府津駅から比奈窪行きバス「診療所前」下車徒歩　
　　　２０分
※駐車場なし
●開花期間中　ボンボリ点灯 午後6時～10時

 　　 田島桜の里（田島）
地元青年団がまちおこし
で４０年前に、田島地区を
流れる剣

つるぎ
で４０年前に、田島地区を

つるぎ
で４０年前に、田島地区を

沢
さわ

で４０年前に、田島地区を
さわ

で４０年前に、田島地区を
川沿い７００m

に植えたソメイヨシノ１００
本余りを中心に、しだれ
桜や早咲きのおかめ桜
３５０本余りが咲き誇ります。
種類　ソメイヨシノほか約３５０本
交通　JR国府津駅から小田急線新松田行きバス「別所堺」下車

徒歩３分
※駐車場なし
●３/２6f～４/4a　田島桜まつり
問　☎４２-６２４３（田島　桜の里運営委員会）

        富士見の桜土手（桑原［浄蓮寺西側］）
荒れていた土手を整備し、
昭和６１年に地域の人の
手で約３０本の桜の苗木
が植えられました。桜と
菜の花、田んぼのレンゲ、
そして野生のメダカが見
られる小川は、童謡「春
の小川」さながらでふる
さと感いっぱいです。
種類　ソメイヨシノ約３０本
交通　小田急線富水駅から徒歩約２０分
※駐車場なし

　　  独立行政法人国立印刷局小田原工場（酒匂）
工場内を埋め尽くす樹齢
６０余年のソメイヨシノは
５００本にも及び、県内
でも有数の本数を誇りま
す。開花期間中の土・日
には観桜会が催され、工
場内が一般開放されます
（期日未定）。
種類　ソメイヨシノ　　
　　　 約５００本
交通　JR鴨宮駅南口から徒歩約１５分
※駐車場なし
問　☎４９-４００６（国立印刷局小田原工場）

 　　 おかめ桜の里（根府川）
寒
かん　ひ　ざくら

緋桜と豆桜の交配種
の「おかめ桜」は、他の
桜と違い枝を切っても大
丈夫な早咲きの桜で、濃
いピンク色の可憐

れん

な花を
咲かせます。
種類　おかめ桜約５００
　　　 本
交通　JR根府川駅から
徒歩約２０分～１時間
※駐車場あり
●２/２0g～３/２1（祝）　おかめ桜まつり
問　☎３３-１４９４（農政課）

　　  TOYO TIRES ターンパイク桜のトンネル
TOYO TIRESターンパイク
早川料金所より2～7km地
点には、約1,000本の桜の
トンネルがあります。
種類　ソメイヨシノほか
●３/２7g～４/11a
　桜のトンネルまつり
　毎土・日曜はイベント実施
問　☎23-0381
　　（箱根ターンパイク1）

広報小田原 2010年3月1日号15

桜の開花情報はインターネットでも！
市内の桜のつぼみが膨らみだしたころから、インターネットでも
桜の開花情報をお伝えします。
http://www.city.odawara.kanagawa.jp/kanko/
Leisure/Flower/odawarasakura.html
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Y観光課　☎３３-１52１

海と山に挟まれた風光明媚な地を巡ります。「早川・片浦ウォーキングトレイル」や「石橋山
古戦場・米神漁港コース」と組み合わせてのウォーキングも楽しいですよ。

「潮騒の駅根府川・江之浦漁港コース」

江戸時代初期の小田原藩主、稲葉正則が植えたと
いわれる樹齢約340年、高さ13m、株元周囲4.7mの
大木が圧巻。見ごろは3月下旬から4月上旬で、満
開時は花が滝のように垂れ下がり、見事な姿を見せ開時は花が滝のように垂れ下がり、見事な姿を見せ開時は花が滝のように垂れ下がり、見事な姿を見せ
てくれます。てくれます。種類種類：エドヒガン1本　：エドヒガン1本　
交通交通交通：箱根登山線入生田駅下車徒歩約20分 ：箱根登山線入生田駅下車徒歩約20分 ：箱根登山線入生田駅下車徒歩約20分 
※駐車場なし（開花期間中は車両乗り入れ禁止）※駐車場なし（開花期間中は車両乗り入れ禁止）※駐車場なし（開花期間中は車両乗り入れ禁止）

＜距離／約6㎞　所要時間／約１時間4０分（江之浦漁港まで）※施設等の見学時間は含みません＞

ＪＲ根府川駅a寺山神社a釈迦堂a白糸橋a萩
はぎ

野
の

尾
お

橋a天正庵跡a大美和神社a相
あい

翁
おい

松
まつ

の碑a見晴し台a江之浦漁港aJR根府川駅

ドイツの著名な建築家ブルーノ・タウトが「東
洋のリビエラ」と賞賛した片浦地域の磯浜海
岸。幾重にも重なった入り江の向こうに湘南
海岸まで続く相模のなぎさのみならず、横浜
のランドマークタワーや房総半島まで見るこ
とができます。また、昔からみかん栽培が盛
んで、花の季節になると童謡「みかんの花咲
く丘」をほうふつとさせる景色が広がります。
●寺山神社

「「長興山紹太寺のしだれ桜長興山紹太寺のしだれ桜」」長興山紹太寺のしだれ桜」長興山紹太寺のしだれ桜長興山紹太寺のしだれ桜」長興山紹太寺のしだれ桜
（入生田）（入生田）（入生田）

表紙の言葉表紙の言葉表紙の言葉

一緒に歩きませんか
■小田原ガイド協会企画ガイド
YＮＰＯ法人小田原ガイド協会
      ☎22-8800

　長興山しだれ桜と早川沿いを歩く
　日時　３月２９日（月）１０時～　
　集合　箱根登山線入生田駅前
　中村郷の史跡と桜めぐり
　日時　4月4日（日）9時～　
　集合　JR国府津駅前

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/
kanko/Leisure/walking/walkingcourse.html

●江之浦漁港周辺

a

●なぎさとみかんの風景

おかめ桜は、豆桜と寒緋桜との掛け合わせ
た品種。ソメイヨシノより早咲きで、濃いピン
ク色の小さい可憐な花を咲かせます。おか
め桜まつりは、「離れのやど星ヶ山」「きのこ
苑お山のたいしょう」「オーランジェ・ガルデン」
の宿泊施設などが会場となり、ミニコンサー
トやしいたけまつりなどのイベントのほか、
期間限定で特別メニューも提供しています。

●おかめ桜まつり（２月２０日から３月２1日）

江之浦は、釣り客や海水浴客が多く訪れにぎ
わっています。また、スキューバダイビングが
盛んです。国道沿いには江之浦で水揚げされ
た魚を食べられる磯料理店やみかんの直売所
が多数あります。海を眼下に望む「江之浦テ
ラス」は、農家に滞在する愉しみを提供してく
れる宿泊施設です。

かつては寺山権現と呼ばれていましたが、明治
元年（１８６８）に寺山神社と改称しました。７月
第３日曜日の祭礼で奉納される鹿島踊りは、神
奈川県無形民俗文化財に指定され、悪疫退散、
航海安全などのおまじないとされています。

●根府川駅

ウォーキングのスタート地点、根府
川駅は「みかん山を背に相模湾を
見下ろし、日の出が絶景な駅」とし
て平成11年に関東の駅百選に選
ばれています。

最終回

昨年5月から11回にわたり市内のウォー
キングコースを紹介してきました。今回
で最後となりましたが、お気に入りのコー
スは見つかりましたか？ 小田原のまち歩
きガイド「ウォーキングタウンおだわら散
策マップ」は、観光課、小田原駅観光
案内所のほか、小田原アリーナ、各支
所・連絡所などで配布しています。小

田原のまちをのんびり歩いて楽しんでください。

ウォーキングタウン
小田原を歩こう



～まち、地域の環境を未来へつなぐ「新しい小田原」のかたち～

創ろう！ 『環境（エコ）シティ』

第
１
章　
今
、
環
境（
エ
コ
）シ
テ
ィ
が
必
要
な
と
き
！

            

〜 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
は 

〜

市民の皆さん一人ひとりの無尽蔵の力
が、明日の小田原を描き、未来の小田原を
拓きます。さまざまな分野で活躍する皆さ
んの取り組みなどを特集でご紹介します。

未来開拓人〈Ⅲ〉
おだわら

小
田
原
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
環
境
の
仕
組
み
と
は

鈴木 博
ひろ

晶
あき

さん

無尽蔵プロジェクト『環境（エコ）シ
ティ』・コーディネーター
市低公害車普及促進会議（おだわ
らエコカープロジェクト）代表

私
た
ち
市
民
の
使
命
と
責
任

　

澄
ん
だ
空
気
に
お
い
し
い
水
、
温
暖
な
気
候
風

土
・
・
・
こ
う
し
た
小
田
原
に
お
け
る
自
然
の
恵
み

を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
市
民
の
使
命
と
責
任
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
漁
業
、
農
業
、
林
業

な
ど
の
関
係
者
15
団
体
が
協
力
し
、『
環
境
（
エ
コ
）

シ
テ
ィ
』
と
い
う
推
進
テ
ー
マ
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
新
し
い
小
田
原
」
の
創
造
に
向
け
て

　

主
な
命
題
は
３
つ
、
①
小
田
原
ら
し
い
資
源
の
循
環

（
漁
業
や
農
業
、
家
庭
な
ど
か
ら
出
る
生
ご
み
、
段
ボ
ー

ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
な
ど
を
、
い
か
に
扱
う
か
）

②
小
田
原
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
推
進
（
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
、
小
水
力
発
電
な
ど
を
、
い
か
に
生

み
出
す
か
）
③
市
民

意
識
の
高
揚
（
森
や

水
の
大
切
さ
を
実
感

で
き
る
啓
発
活
動
な

ど
を
、
い
か
に
行
う

か
）。

※
活
動
は
、
２
〜
３

ペ
ー
ジ
参
照
。

　

今
を
生
き
る
市
民

の
皆
さ
ん
に
優
し
い

エ
コ
な
ま
ち
づ
く
り
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
生
活
す

る
こ
と
の
で
き
る「
新
し
い
小
田
原
」の
創
造
に
向
け
て
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

な
ど
を
考
え
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

１
月
に「
一
日
体
験
ツ
ア
ー
」
と
称
し
て
構
成
団
体

の
各
現
場
を
訪
問
し
（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）、
今
月
は
生

命
に
と
っ
て
根
源
的
な
も
の
で
あ
る
「
水
」
を
テ
ー
マ

に
勉
強
会
を
行
い
、
上
下
水
道
・
温
泉
地
学
研
究
所
な

ど
の
関
連
施
設
を
訪
れ
、知
識
の
共
有
を
図
る
予
定
で
す
。

　

小
田
原
ら
し
い
環
境
の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
、

新
し
い
何
か
を
創
り
出
す
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
す
で

に
持
ち
得
る
お
互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
志
、
実
績
な
ど
を

基
本
に
相
互
理
解
か
ら
始
め
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

広報おだわら『市民特集』2010年3月号1

エコカー体験フェアにて

身近にある、さまざまな“環境”。
水などの水質環境をはじめ、空気や香りの大気環
境、地形・地質、植物の生態系など各分野におい
て、私たちの生活と深いかかわりがあります。こうし
た環境を未来へ守り育てていくためには、何が必要
でしょうか。小田原らしい環境の仕組みづくりへ向け
て、新たに始まった動きとは。
今回の市民特集のテーマは、『環境（エコ）シティ』です。

Y環境政策課　☎３３-１４７２



香
川
、
岡
山
を
経
て
、
京
都
で
の
学
生
生

活
の
後
に
小
田
原
に
住
ん
で
１
年
。

　

委
員
会
で
は
、
小
田
原
の
史
跡
、
自
然
環

境
を
利
用
し
趣
向
を
凝
ら
し
た
試
み
、
学
校

や
住
宅
街
の
水
路
浄
化
の
取
り
組
み
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
実
地
調
査
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
域
独
自
の
特
色
・

歴
史
を
踏
ま
え
、
時
代
の
先
を
見
据
え
た
『
環

境（
エ
コ
）シ
テ
ィ
』
の
将
来
像
を
描
き
、
個
々

が
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

未
来
の
子
ど
も
た
ち
が

豊
か
な
土
壌
や
風
光
明
媚

な
景
観
と
と
も
に
歩
み
続

け
ら
れ
る
か
は
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
の
心
が
け
と

取
り
組
み
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
年
配
の
か
た
の
教
え
に
学
び
、
立
場

を
越
え
て
知
恵
を
出
し
合
い
、
小
田
原
な
ら

で
は
環
境
づ
く
り
を
と
も
に
目
指
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
忙
し
い
毎
日
で
も
少
し
立
ち
止
り

景
色
を
眺
め
、
心
の
余
裕
を
見
出
す
こ
と
の
で

き
る
自
然
環
境
を
大
切
に
守
り
育
ん
で
い
き
た

い
で
す
ね
。

世
界
に
誇
れ
る
美
し
い

小
田
原
へ

　

つ
い
さ
っ
き
ま
で
食
べ
物
だ
っ
た
も
の
が
、

〝
も
う
い
ら
な
い
！
〞
と
捨
て
た
瞬
間
か
ら
生

ご
み
に
…
市
の
燃
せ
る
ご
み
の
約
４
割
が
、

そ
う
し
た
生
ご
み
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　

そ
れ
ら
を
、
土
に
返
す
な
ど
自
然
の
循
環
に

の
せ
て
対
処
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
目
指
す
持

続
可
能
な
自
然
環
境
と
社
会
づ
く
り
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
小
学
校
の
処

理
機
を
使
用
し
た
地
域
で
の
取
り
組
み
と
い
う

二
つ
の
モ
デ
ル
事
業
を
検
討
中
で
、
こ
の
結
果
を

も
と
に
、
小
田
原
独
自
の
生
ご
み
循
環
の
仕
組
み

を
創
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

生
ご
み
を
資
源
化
し
循
環
さ
せ
る
と
い
う

取
り
組
み
を
達
成
す
る
こ
と
で
、
世
界
に
誇

れ
る
美
し
い
小
田
原
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。「
燃
せ
る
ご
み
か
ら

生
ご
み
ゼ
ロ
！
」
を
目
標
に
。

石井 智子さん

生ごみ堆肥化検討委
員会委員（公募市民）

村越 壽
ひさ

代
よ

さん

環境再生プロジェクト
検討委員会

委員（公募市民）

　

林
業
技
術
者
と
山

仕
事
が
大
好
き
な
市

民
の
集
ま
り
で
す
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の

枝
打
ち
間
伐
の
腕
を

共
に
磨
き
、
江
ノ
浦
で
の
山
仕
事
体
験
交
流
会
や
石
垣

山
一
夜
城
か
ら
派
生
す
る
関
白
道
の
整
備
活
動
、
白
銀

山
自
然
調
査
会
な
ど
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

小
田
原
の
山
を
考
え
、
林
業
技
術
の
継
承
に
励
み
、
創

造
的
な
山
仕
事
を
研
究
し
た
い
で
す
（
大
森
さ
ん
）。

　

山
仕
事
で
見
つ
け
た
、
関
白
道
の
ル
ー
ト
上
に
は
御み

所と
こ

山や
ま

砦と
り
で

跡あ
と

や
素
晴
ら
し
い
ブ
ナ
林
の
白
銀
山
が
あ
り
、

ま
さ
に
小
田
原
の
財
産
で
す
。
寄
木
細
工
や
小
田
原
木

工
・
漆
器
の
先
祖
た
ち
が
活
躍
し
た
山
々
を
大
切
に
守

り
た
い
で
す
ね
（
川
島
さ
ん
）。

　

一
本
一
本
の
木
の
状
態
を
確
か
め
な
が
ら
行
う
作
業

は
、
と
て
も
興
味
深
い
で
す
よ
。
僕
ら
の
よ
う
な
若
い

世
代
に
ぜ
ひ
、
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
（
井
上
貴
有

さ
ん
）。
会
で
は
最
年
少
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
山
の
歴
史
や
植
生
を
探
り
な
が
ら
、
美
し

い
小
田
原
の
山
を
再
生
し
て
い
き
た
い
で
す
（
井
上
智

匡
さ
ん
）。

自
然
の
歴
史
と
植
生
を
知
り
、

山
の
将
来
を
考
え
る

地
域
独
自
の
特
色
・

時
代
を
見
据
え
た
将
来
像
を

  （左から）
　事務局川島 範子さん
　会長　大森 良一さん
　会員　井上 智

とし

匡
まさ

さん
　会員　井上 貴

よし

有
くに

さん

小田原山
やま

盛
もり

の会

2

第
２
章　
環
境（
エ
コ
）シ
テ
ィ
を
一
人
ひ
と
り
の
手
で
！　

 

〜 

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
実
践
し
て
い
ま
す 

〜

子
ど
も
た
ち
、

地
域
と
と
も
に

大塩 敬治さん

市BDF（バイオディーゼル
燃料）連絡協議会 会長

　

廃
食
油
に
よ
る
地
域
で
の
循
環

型
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
が
回
収
し

た
一
般
家
庭
廃
食
油
は
、
㈱
小
田

原
衛
生
工
業
が
飲
食
店
や
町
田
小

な
ど
か
ら
回
収
し
た
も
の
と
あ
わ

せ
て
、
同
社
内
の
施
設
に
お
い
て

Ｂ
Ｄ
Ｆ
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
利
用
し
た

ご
み
収
集
車
や
ダ
ン
プ
な
ど
が
、

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
地
域
循
環
の
取
り

組
み
が
、
新
し
い
環
境
づ
く
り
に

向
け
た
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

①
小
田
原
ら
し
い
資
源
の
循
環

②
小
田
原
ら
し
い

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
推
進
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い
の
ち
を
大
切
に
、
ま
ち
を
き
れ
い
に

　

生
徒
会
の
呼

び
か
け
で
環
境

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
北

條
五
代
祭
り

「
美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」（
昨
年

５
月
、本
年
度

参
加
者
約
１

４
０
人
）、ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
事
前
清
掃
「
城
下
町
お
だ
わ
ら
ク
リ
ー

ン
作
戦
」（
昨
年
11
月
、
同
20
人
）
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
か
た
と
手

を
取
り
合
い
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
「
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
回
収
」
も
実
施
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
は

チ
ッ
プ
に
さ
れ
建
材
と
し

て
再
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、

８
０
０
個
で
ワ
ク
チ
ン
１

つ
に
交
換
し
て
い
ま
す
。  

  

「
キ
ャ
ッ
プ
が
、ワ
ク
チ
ン
を
必
要
と
す
る
人
た
ち

へ
の
い
の
ち
の
支
援
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
広
い
視
点
に
た
ち
自
分
を
見
直
す
機

会
に
も
な
っ
た
気
が
し
て
い
ま
す
」（
中
濱
さ
ん
）。  

  

「
清
掃
活
動
に
参
加
し
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町
を
き
れ
い
に
し
て
い
く

こ
と
の
充
実
感
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

（
坪
井
さ
ん
）。

　

環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
の

皆
さ
ん
の
指
導

で
、生
徒
会
が

中
心
と
な
り
、

酒
匂
川
右
岸
清

掃
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
奉
仕

的
活
動
や
学
校

生
活
の
見
直
し

な
ど
を
目
的
に
、

ご
み
拾
い
か
ら
分
別
ま
で
を
行
う
こ
と
で
、〝
み

ん
な
の
手
で
綺
麗
に
し
よ
う
〞
と
い
う
意
気
込
み

が
高
ま
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
心
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に

と
っ
て
大
切
な
海
を
守

り
続
け
よ
う
と
い
う
思

い
が
、
そ
こ
に
は
育
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
「
ポ
イ
捨
て
は
禁
止
！

少
し
ず
つ
自
然
環
境
を

よ
く
し
て
い
こ
う
と
い

う
一
人
ひ
と
り
の
気
持

ち
が
、
き
れ
い
な
海
岸
を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
」（
大
舘
さ
ん
）。

　
「
海
岸
清
掃
で
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
が
集
ま

り
、
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
今
後
も
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み

た
い
で
す
」（
大
澤
さ
ん
）。

海
岸
清
掃
で
海
を
守
り
育
て
よ
う

廃
食
油
か
ら
始
ま
る

資
源
循
環
の
す
ご
さ　

活
動
の

き
っ
か
け
は

一
昨
年
10

月
、４
年
生

（
現
在
の
５

年
生
）が
自

分
た
ち
の

出
し
た
ご

み
の
ゆ
く

え
を
探
る

社
会
科
の

学
習
に
お
い
て
、天
ぷ
ら
油
で
走
る
パ
ッ
カ
ー

車
（
㈱
小
田
原
衛
生
工
業
）に
気
づ
い
た
こ
と
。

１
か
月
の
う
ち
３
日
間
（
朝
７
時
40
分
か
ら

８
時
10
分
ま
で
）、
環
境
委
員
会
の
５
・
６
年

生
12
人
が
分
担
し
て
、
校
舎
の
正
面
玄
関
前

で
廃
食
油
の
回
収
を
行
い
、
同
社
へ
提
供
し

て
い
ま
す
。

「
最
初
は
１
か
月
で
24
ℓ
だ
っ
た
回
収
量
が
、

今
で
は
約
40
ℓ
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の

家
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
」（
鹿
島
さ
ん
）。　

「
地
球
を
守
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
に
も
で

き
る
こ
と
を

や
っ
て
み
よ

う
と
始
め
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら

も
、
環
境
の
こ

と
を
さ
ら
に
学

ん
で
い
き
た
い

で
す
」（
加
藤

さ
ん
）。

2年生（生徒会長）

大
おお

舘
だて

 佳奈さん
1年生（生徒会書記）

大澤 智貴さん
3年生

中濱 佳奈さん

城山中学校
2年生（生徒会長）

坪井 力也さん

③
市
民
意
識
の
高
揚
（
環
境
教
育
な
ど
）

白鴎中学校

6年生

鹿島 俊太郎さん

町田小学校
5年生

加藤 琴
こと

音
の

さん

市
民
・
行
政
・
事
業

の
協
働
が
大
切

市
低
公
害
車
普
及
促
進
会
議

（
お
だ
わ
ら
エ
コ
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　

低
公
害
車
の
普
及
を
目
的
に「
エ

コ
カ
ー
体
験

フ
ェ
ア
」
な

ど
試
乗
会
や

勉
強
会
な
ど

を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
小

水
力
発
電
で

電
気
自
動
車

を
充
電
す
る
な
ど
新
た
な
研
究

を
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
や
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
、
自

然
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す

（
鈴
木
博
晶
さ
ん
）。

小田原衛生グループ（右）で、廃油
を利用して作られたBDF（上）

市民特集／おだわら未来開拓人〈3〉創ろう！『環境（エコ）シティ』
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共
に
手
を
取
り
合
い
、〝
市
民
〞
か
ら
〝
志
民
〞
へ　

蓑
みの

宮
みや

 武夫さん

無尽蔵プロジェクト・
推進アドバイザー

自
然
が
、
先
人
た
ち
が
く
れ
た
も
の

　

そ
の
昔
、
仕
事
を
終
え
て
帰
宅
し
た
夜
に
顔
を
洗
い
、

ふ
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
通
り
に
都

心
で
過
ご
し
小
田
原
に
戻
っ
た
と
き
と
、
市
内
を
走
り

回
り
帰
宅
し
た
と
き
で
、
同
じ
よ
う
な
一
日
の
動
き
を

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
汚
れ
の
差
に
あ
然
、
空
気
の

き
れ
い
な
地
元
に
生
ま
れ
育
ち
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
過

ご
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
あ
り
が
た
み
を

感
じ
ま
し
た
。

　

自
然
の
恵
み
が
こ
れ
ま
で
与
え
て
く
れ
た
も
の
、
先

人
た
ち
が
次
世
代
の
た
め
に
と
励
ん
で
く
れ
た
営
み

な
ど
に
よ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
支
え
ら
れ
て
き
た

と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

参
加
と
享
受
で
、
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を

　

そ
う
し
た
恩
恵
を
受
け
、
環
境
に
お
け
る
各
分
野
で

学
び
、
育
み
、
兼
ね
備
え
て
き
た
知
恵
と
知
識
を
持
ち

共
に
手
を
取
り
合
い
、〝
市
民
〞
か
ら
〝
志
民
〞
へ　

協働のエコ活動、スタート！
～１日体験ツアー～

１月２１日、『環境(エコ)シティ』の主な構
成団体【市漁協、小田原山盛の会・フラ
ワーガーデン友の会・森のなかま・市森
林組合・小田原有機の里づくり協議会】や、
関係施設【㈲小田原植木、㈱二見、㈱小
田原衛生工業】などの現場を順次訪問し、
相互理解を深めました。

徳は無尽蔵にあり･･･人も、自然も、この世のあらゆるものは潜在的に、長所や無限の可能
性を備えています。市民の皆さんの力で良質な生活文化を掘り起こし、地域経済の活性化
やまちの活力向上に向けて、ともに励んでいきましょう。

合
わ
せ
て
い
る
皆

さ
ん
が
、
互
い
に

尊
重
し
合
い
、
新

た
な
小
田
原
の
環

境
ビ
ジ
ョ
ン
を
発

見
し
て
い
く
の
が

『
環
境
（
エ
コ
）
シ

テ
ィ
』
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
世

代
が
、
参
加
と
享
受

の
精
神
で
自
身
の

活
動
を
伝
え
て
共

有
し
、
そ
れ
が
点
か
ら
線
、
そ
し
て
面
と
な
り
有
機
的
な

動
き
が
形
成
さ
れ
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
が
見

え
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
３
章　
環
境（
エ
コ
）シ
テ
ィ
か
ら
始
ま
る
こ
と
！    

〜 

市
民
力
が
創
り
上
げ
る
新
し
い
「
小
田
原
ス
タ
イ
ル
」
〜

市民特集／おだわら未来開拓人〈3〉創ろう！『環境（エコ）シティ』

始まっています！
無尽蔵プロジェクト

無
尽
の
力
が
結
集
す
る
取
り
組
み
に
注
目

　

次
代
の
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
お
だ
わ
ら
っ

子
、
わ
が
ま
ち
の
未
来
を
み
つ
め
汗
を
流
す
青
年
た
ち
、

経
験
と
人
脈
を
兼
ね
備
え
た
ベ
テ
ラ
ン
世
代
の
皆
さ
ん

な
ど
、
多
く
の
か
た
が
た
が
無
尽
の
力
を
結
集
す
べ
き

と
き
。

　

市
民
か
ら
志
民
へ
、
共
に
手
を
取
り
合
い
、
新
し
い

小
田
原
ス
タ
イ
ル
を
確
立
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

『
環
境
（
エ
コ
）シ
テ
ィ
』を
は
じ
め
、無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
関
係
者
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
く
だ

さ
い
！
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